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2) SP説明後の感染予防に対する意識の変化につ
「かなり高まった」が 33%、「やや高まった」が
61 %、「変わらない」が 6%であった。「やや低くなっ
たJIかなり低くなった」と答えた人はともに 0%
であった(図3)。
3)手袋を各場所に設置した後の手袋着用頻度の変
化について
乳児では、「少し増えた」が 33%、「かなり増えた」
が67%、幼児では、「少し増えた」が 33%、「かな
り増えた」が 55%、「変わらない」が 12%であった。
学童では、「少し増えた」が 28%、「かなり増えた」
いて
今後も継続して、SPとしての、手袋着用を推進し、
感染予防に努めていく必要がある。
結論
1)個々に SPの説明を行うととが内発的動機づけ
となり、手袋着用率の上昇につながった。
2)手袋を各場所に設置し、物理的環境を整えたこ
とで、手袋着用行動を強化することができた。
3)手袋を各場所に設置し、SPの説明を行うことで、
対象となる患児の年齢に差なく、手袋着用率が上
昇した。
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V 考察
前回の私達の研究において、当病棟看護師は「年
齢・排濯物から感染源が検出されているかどうかを
間わず、排植物は不潔である」という認識と、「感
染予防のために、手袋着用は必要である」という認
識をもっていた。
しかし、感染源が検出されている患見の排植物に
接触する可能性のある処置時には手袋着用率が高い
のに対し、非感染患児に対する処置時には手袋着用
率が低いという結果が得られており、認識と行動と
の聞にずれがみられていた。
そこで今回、非感染患児のケアの際の手袋着用を
推進させるために、 SPの説明による動機づ、けを行っ
た。その結果、感染予防に対する意識が高まり、手
袋を着用するという行動が伴い、手袋着用率が上昇
した。
動機付けとは、「人聞に行動老生起させその活動
を方向づけ、持続させる一連の力動的な心理過程で
ある。動機づけは、行動の推進力の働きを持つとい
えるが、その具体的な働きには、行動を始発する働
き、一定の目標に行動を方向づけ導く働き、そし
て行動を強化する働きがあるJ3)といわれている。
SPの説明が手袋を着用するという行動を始発する
働きとなり、感染を予防するという目標に導いたと
考えられる。
そして、手袋を各場所に設置し、病棟内の物理的
環境を整えたことが、行動を強化する働きとなった
と考えられる。
動機づけには、外部からの報酬や、罰により、人
間の行動を活性化させる「外発的動機づけ」と、行
動を決定するのは自分自身であるという「内発的動
機づけ」がある。
今回、 SPの説明を集団で行うのではなく、個別
に行ったことより、個々の看護師の内発的動機づけ
ができたと考えられる。
先行研究では、「小児に対しての手袋着用率は成
人に対して低い」という結果が得えられていた。し
かし、今回の研究結果においては、乳児・幼児・学
童の聞に手袋着用頻度の差はみられなかった。この
ことから、乳児・幼児・学童に差なく、手袋着用率
を上昇させることができ、感染予防に努めることが
できたと考えられる。
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